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Ⅰ．問題の所在と研究の目的

　教育職員免許状を取得しようとする大学生にとっ
て，教育実習は必須条件である。教育実習は，実際の
学校において，学習指導や生徒指導にあたり，よりよ
い授業の進め方や，子ども一人一人の対応の仕方，遊
びや生活の実態把握のための活動等，様々な体験を積
むことになる。これは，それまで教えてもらう経験し
かもたない学生が，教師として，初めて教える立場に
なるという体験でもある。したがって，教育実習前，
あるいは教育実習中に，学生は大きな期待感を持つと
ともに，多くの不安感や強い緊張感を抱くと考えられ
る。
　実習生が抱く教育実習の不安を明らかにすることに

よって，今後，実習指導の体制を整えるための情報
が得られる。1989年の教育職員免許法の改正により，

「教育実習事前事後指導」が必修科目に含まれ，今日，
大学の教職課程に対して教育実践的な教師教育が期待
されている。そのような授業展開に関しての基礎資料
となるであろう。
　学生の教育実習に対する不安は「教育実習不安」と
呼ばれている。これまで，教育実習不安を様々な観点
から研究が行われてきている。教育実習不安の構造に
ついては，大野木・宮川７）は教職志望の大学生がも
つ教育実習不安を調査し，「授業実践力」，「児童・生
徒関係」，「体調」，「身だしなみ」の４因子を抽出し
た。また，石井・井上４）は，「教育実習不安」の有無
が教育実習への適応に影響を及ぼすことなどが報告さ
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れている。
　中でも，長谷川ら１）２）３）は，「教育実習不安」の様
相を明らかにすることを目的に，教育実習全般，指導
案作成，授業の実施等に関わる設問を作成し，教育実
習前，実習直前，実習中，実習後の４回にわたる調査
によって，教育実習不安の推移を継続して検討してい
る。
　また，持留・有馬６）は，教育実習前後の個人的教
師効力感，および一般的教師効力感を比較し，教育実
習が個人的教師効力感を高めることを示している。
　しかし従来の研究において，保健体育科の教育実習
不安についての特徴や，それにはどのような内容が影
響を及ぼしているのかということについては明らかに
されていない。
　そこで本稿では，保健体育科で教育実習を行う上で
の教育実習不安について測定し，それらが運動部活動
所属とどのような関係にあるのか明らかにすることを
目的とする。

Ⅱ．研究の方法

１．被調査者

　A大学体育学部に在籍する学生で，中学校・高等学
校で教育実習を行う予定である121名（男82名，女39
名）であった。

２．調査内容

　本研究の調査は質問紙法が用いられた。質問紙は以
下の内容で構成されている。
①教育実習不安に関する調査
　大野木・宮川７）が作成した教育実習不安尺度の49
項目が用いられた。教育実習不安に関する調査につい
ては，「今のあなたの考え方にあてはまるかどうかを
判断してください」の教示のもとで評定が求められ
た。評定は「はい」「どちらともいえない」「いいえ」
の順に３，２，１と得点化された。
②運動部活動に関する調査
　現在の部活動の状況を把握するため，運動部活動加
入の有無を質問した。

３．手続き

　本研究の調査は，平成24年12月の教職関連科目の授
業の時間に一斉に実施された。

Ⅲ．結果と考察

１．教育実習不安の構造

　教育実習不安について，既に大野木・宮川７）に
よって明らかにされている４因子を参考に，それぞれ
の項目，因子別に平均値を算出した（表１）。ここで
は，各因子におけるその構造を検討する。

表１　教育実習不安因子別　平均値

項目 平均値
グループ
平均値

【授業実践力】

９　教え方が未熟で授業をきいてもらえないのではないか 2.49 

2.37 

27　うまく授業をすることができず取り乱しそうだ 2.14 

28　手際よく実験指導・実技指導ができないのではないか 2.40 

33　生徒にわかりやすい授業ができるかどうか不安だ 2.75 

41　生徒の雑談が多くなり収集がつかなくなりそうだ 2.01 

43　授業中に予想外の質問がでたらパニックになるのではないか 2.27 

48　子どもたちが自分の授業をきちんと理解してくれるか 2.50 

【児童・生徒関係】

１　生徒にいじめられるのではないかと不安だ 1.39 

1.85 

６　今までと違う環境なので適応できないかもしれない 2.18 

14　生徒たちとうまくやっていけるか心配だ 1.88 

29　人前で話すこと自体が不安である 2.10 

36　授業の途中に失敗をして生徒に馬鹿にされるのではないか 1.85 

42　教育実習生なので生徒がなめてかかってくるのが心配 1.87 

46　内気なので学校側とうまくやっていけないのではないか 1.65 
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　まず，第一因子の「授業実践力」の下位尺度であ
る７項目の教育実習不安について検討した。この項目
は，「教え方が未熟で授業をきいてもらえないのでは
ないか」「授業中に予想外の質問がでたらパニックに
なるのではないか」といった，授業中の生徒との質疑
や授業の教育技術に関する内容で，「授業の実践力」
に関する不安である。この７項目については全ての回
答で２点を超えており，平均値2.37となっている。他
の因子と比較しても，因子の平均値が２点を超えてい
るのはこの因子だけである。特に「生徒にわかりやす
い授業ができるかどうか不安だ」についての回答が
2.75，「子どもたちが自分の授業をきちんと理解してく
れるか」についての回答が2.50と，高い得点であった。
　つぎに，第二因子の「児童・生徒関係」の下位尺度
である７項目の教育実習不安について検討した。こ
の項目は，「生徒にいじめられるのではないかと不安
だ」や，「人前で話すこと自体が不安である」といっ
た，学校という異環境への適応や人間関係に関する内
容で，「児童・生徒関係」に関する不安である。この
７項目についての平均値は1.85であった。それぞれの
項目に目を向けると，「今までと違う環境なので適応
できないかもしれない」についての回答が2.18，「人
前で話すこと自体が不安である」について2.10と，２
項目が２点を超えた得点であった。一方で，「生徒に
いじめられるのではないかと不安だ」についての回答
が1.39と，他の項目より低い得点であった。
　第三因子の「体調」の下位尺度である５項目の教育
実習不安について検討した。この項目は，「遅くまで
残ることに体力がもたないかもしれない」や，「実習
中，病気をしたりするのではないか」といった，実習
中の自身の「体調」に関する不安である。この５項目
についての平均値は，1.58であった。それぞれの項目

に目を向けると「連日深夜まで残されて体力的に心
配だ」についての回答が1.72とやや高い得点であった
が，その他の項目については大きな開きはなかった。
　最後に，第四因子の「みだしなみ」の下位尺度であ
る６項目の教育実習不安について検討した。この項目
は，「服装・髪型はどんな感じがよいのか不安だ」や，

「服装を教育の場に適さないと指摘されるのではない
か」といった，服装や化粧など「身だしなみ」に関
する不安である。この項目についての平均値は1.59で
あった。それぞれの項目については，大きな開きはな
かった。

２．保健体育科の教育実習不安における特徴

　ここでは，質問紙の結果から，特に得点の高かった
項目を記述しその特徴を検討する。質問紙の回答で得
点の高い（2.50以上）ものを抽出した結果，７項目が
該当した（表２）。その７項目を分析した結果，２つ
にカテゴリされた。

【体調】

７　遅くまで残ることに体力がもたないかもしれない 1.54 

1.58 

24　連日深夜まで残されて体力的に心配だ 1.72 

31　体調が狂いそうである（神経衰弱，胃痛など） 1.55 

32　プライベートな時間が減り逃げ出したくなるのではないか 1.59 

37　実習中，病気をしたりするのではないか 1.50 

【身だしなみ】

２　服装・髪型はどんな感じがよいのか不安だ 1.68 

1.59 

３　おしゃれ，アクセサリー，化粧などがどの程度許されるのか気がかりだ 1.36 

22　着慣れないネクタイ，ブラウスなどで疲れてしまうと思う 1.74 

26　カッターシャツ，洋服などの枚数が足りるだろうか 1.60 

30　服装を「教育の場に適さない」と指摘されるのではないか 1.60 

45　どのような服装をして行けばよいのか心配 1.56 

表２　教育実習不安　高得点項目

n=121

４
指導の先生に好まれる指導案が立てられるか
心配だ

2.51 

５
予想しなかった方向に授業が進み混乱するの
ではないか

2.50 

９
教え方が未熟で授業をきいてもらえないので
はないか

2.52 

10
授業に必要な専門知識が不足しているのかも
しれない

2.72 

11
教材研究が十分にできずに臨んでしまうので
はないか

2.58 

33
生徒にわかりやすい授業ができるかどうか不
安だ

2.75 

48
子どもたちが自分の授業をきちんと理解して
くれるか

2.50 
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　一つ目は，「予想しなかった方向に授業が進み混乱
するのではないか」「教え方が未熟で授業をきいても
らえないのではないか」「生徒にわかりやすい授業が
できるか不安だ」「子どもたちが自分の授業がきちん
と理解してくれるか」といった項目に見られる，「授
業実践不安」である。
　二つ目は，「授業に必要な専門知識が不足している
かもしれない」「教材研究が十分にできずにのぞんで
しまうのではないか」「指導の先生に好まれる指導
案が立てられるか心配だ」といった項目に見られる，

「授業準備不安」である。
　一方で，西松５）などが指摘している教育実習生不
安の「児童生徒関係不安」の項目について，「生徒に
いじめられるのではないか不安だ」（1.39）や，「生徒
たちとうまくやっていけるか心配だ」（1.88）など，
得点は高くない。これには，保健体育科の教員免許取
得を目指す学生の運動部活動経験と関係があることが
考察できる。保健体育科の教員免許を目指す学生は，

その多くが中学校・高等学校で運動部活動を経験して
いる。運動部活動は，目標に向けて部員同士が協力
し，時には後輩へ指導や助言等を行い，生徒・学生達
が自主的に運営する活動である。その中で，指導者や
部員同士で関係をきずく経験を豊富にしていることが
考えられる。他の教科の教育実習生と比較し，コミュ
ニケーション能力そのものが優れているわけではない
が，他者との関係をきずく経験が豊富なことは否定で
きない。そのような背景から，他の教科の教育実習生
が抱く「児童生徒関係不安」については，保健体育科
の教育実習生は不安に感じていないと考えられる。

３．教育実習不安と部活動の関係

　教育実習不安と部活動の関係を検討するため，現在
まで運動部活動に所属している学生を所属群（69名），
運動部活動に未所属の学生を非所属群（52名）とし，
t検定を行った。分析の結果，７項目において有意差
が見られた。（表３）

　有意差のあった項目に目を向けると，「部活動に参
加するのはいやなので態度に出そうで心配だ」「生徒
たちとうまくやっていけるか心配だ」の項目につい
て，１%水準で有意な差が示された。
　「部活動に参加するのはいやなので態度にでそうで
心配だ」については，運動部活動に所属していない非
所属群の方が不安に感じている。これは，所属群は
日々の運動部活動により放課後の活動に慣れているた
め，部活動に参加することをいやと思わないが，一方
で非所属群は現在運動部活動に所属していないため，
活動に参加することに対して不安に感じていると考え
られる。
　また，「生徒たちとうまくやっていけるか心配だ」
については，運動部活動に所属していない下位群の方

が不安に感じている。これは，所属群は日々の運動部
活動の中で，顧問や部員同士とのコミュニケーション
を取り部活動を行っているためであると考えられる。
さらに，体育会部活動の多くは，高校生と合同練習を
行い，小学生に対してクリニック開催等の活動や指導
経験によって，生徒・児童と同じ年代の子ども達との
コミュニケーションをとる量が，非所属群と比べて多
いためであることが考えられる。
　その他の項目についても，運動部活動に参加してい
ない非所属群の方が有意に不安に感じていることが示
された。

表３　教育実習不安と運動部活動所属との関係
n=121

項目 有意確率 有意差

10 生徒たちとうまくやっていけるか心配だ 0.008 ***

16 部活動に参加するのはいやなので態度に出そうで心配だ 0.003 ***

25 指導案の書き方がよくわかっていないので心配だ 0.073 *

28 手際よく実験指導・実技指導ができないのではないか 0.041 **

32 プライベートな時間が減り逃げ出したくなるのではないか 0.037 **

41 生徒の雑談が多くなり収集がつかなくなりそうだ 0.071 *

44 授業の資料教材がうまく手に入るか不安だ 0.042 **

* p<0.1   **p<0.05  *** p<0.01
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Ⅳ．まとめにかえて

　本研究の目的は，保健体育科の教育実習に行く学生
の不安に着目し，その特徴と運動部活動経験による影
響を検討することにある。
　まず，教育実習不安ですでに示されている４因子に
ついて，それぞれの項目を検討した結果，「授業実践
力」についての不安が高いことが示された。また，教
育実習不安に関する項目を度数分布から検討した結
果，７つの特に不安に感じている項目が示された。そ
れらは「授業実践不安」と「授業準備不安」に分類で
きた。これらを総合的に分析すると，保健体育科の教
育実習を行う学生は，授業の実践とその準備について
特に不安に感じていることがわかった。体育の授業実
践については，実際に体育館やグラウンドにでて生徒
に授業を展開していく。その中で，ただ運動に関する
知識を教授するだけではなく，運動の場を整え，そこ
で生徒が体を動かし学習し，尚且つ運動のもつ魅力を
感じることが求められる。また，自分の得意としてい
る種目だけではなく，苦手な種目の授業も同様に展
開することが求められる。その様な複合的な要素によ
り，学生は自らが教育実習を行う上で，その準備と実
践がうまくいくのか不安であると考察できる。
　また，運動部活動所属の有無が保健体育科の教育実
習不安に影響を及ぼすことが示された。現在運動部活
動に所属している学生は，所属してない学生に比べ教
育実習不安が少ないことがわかった。特に，部活動参
加への不安や生徒とのコミュニケーションについての
項目で，運動部活動所属者は不安を感じにくい。運動
部活動非所属者にとって，教育実習先での部活動は非
日常であり，それらの環境に適応する事に対して不安
を感じると考えられる。また，運動部活動所属者は日
常の活動で，部員やコーチなどとコミュニケーション
をとれる環境にあるため，コミュニケーションに関す
る不安は少ないと考えられる。
　以上の考察を踏まえ，教育実習不安について大学に
おける教師教育の示唆を述べる。1989年の教育職員免
許法の改正により，「教育実習事前事後指導」が必修
科目に含まれ，いま，大学の教職課程に対して教育実
践的な教師教育が期待されている。それに対して，本
研究は，教師教育の現場への具体的・基礎的な資料と
考えられる。「授業実践力」に関する不安は，教科の
専門的力量が必要であることから，保健体育科指導法
や各実技等で十分な知識を得る必要があるだろう。ま
た，運動部活動からいくつかの教育実習不安が低減さ

れることから，運動部活動を積極的に教師教育へ活用
することが求められるであろう。
　最後に，今後の課題の１つとして，教育実習不安に
ついて保健体育科の実習前後でどのように変化するの
か検討がされるべきである。教育実習不安と教師志望
度の関係性から，教育実習そのものの効果の検証が
必要であろう。また，今回の研究では大野木・宮川７）

の教育実習不安尺度を参考に調査を行ったが，保健体
育科特有の教育実習不安尺度の作成が急がれる。
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